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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第108期

第１四半期連結
累計期間

第109期
第１四半期連結
累計期間

第108期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 9,112 9,178 38,260

経常利益（百万円） 394 340 1,571

四半期（当期）純利益（百万円） 194 173 692

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
198 204 671

純資産額（百万円） 23,476 23,906 23,950

総資産額（百万円） 44,997 45,746 45,461

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.69 4.19 16.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.2 52.3 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,052 909 2,140

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△515 △405 △1,975

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△287 △293 △419

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
10,743 10,453 10,245

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　      ４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成してお

ります。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1）経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要等によりゆるやかな回復基調が

見られるものの、海外経済の低迷と長期化する円高の影響、夏場の電力不足も懸念されるなど、依然として景気の先

行きが不透明な状況が続いております。

このような経済情勢の中、当グループでは中長期経営計画「ＮＢ１００」のもと、収益構造の安定化に向けた

「事業フィールド戦略」の着実な実践のために経営資源の選択と集中を明確に実行する取組みを行いました結果、

売上高は91億７千８百万円（前年同期比0.7％増）、経常利益は３億４千万円（前年同期比13.8％減）、四半期純利

益は１億円７千３百万円（前年同期比10.8％減）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

メディカル事業本部

（ヘルスケアフィールド）　

ドラッグストアを中心とした大衆薬市場におきましては、ドラッグストア店頭でお客様に対して、製品の持つ高

い付加価値の告知や販売促進の取組みを重点的に行いました。その結果、３月に発売した新製品「ケアリーヴ
※
治す

力」がご好評をいただいている救急絆創膏「ケアリーヴ
※
」シリーズを中心に売上は順調に推移いたしました。

（医療材フィールド）

医療機関向け医療材料市場におきましては、医療機関が感染予防や安全性への取組みを継続していることから、

採血や透析後の止血に特化した「インジェクションパッドマイルド
※
」が好調に推移いたしました。

以上の取組みを実施してまいりました結果、ヘルスケアフィールドと医療材フィールドを合わせましたメディカ

ル事業本部全体の売上高は30億８千８百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益は５億４千７百万円（前年同期比

7.0％増）となりました。

　

テープ事業本部

（オフィスホームフィールド）

文具事務用品業界におきましては、「セロテープ
※
直線美

※
mini」等のパーソナル向け新製品が好評をいただい

ておりますが、主力ユーザーである官公庁・事業所需要の低迷が継続する非常に厳しい状況で推移いたしました。

（工業品フィールド）

産業用テープ業界におきましては、主力製品である梱包用テープが震災の影響を脱し回復の兆しが見えるととも

に、３月に発売した「マスキングテープ No.222」がご好評をいただき、フィールド全体としても堅調に推移いたし

ました。

　また、輸出につきましてはアジアを中心とする需要がありましたが、円高も影響し売上が前年実績を下回る結果と

なりました。

以上の取組みを実施してまいりました結果、オフィスホームフィールドと工業品フィールドを合わせましたテー

プ事業本部全体の売上高は60億８千９百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益は５億１千４百万円（前年同期比

3.3％減）となりました。

　（注）１．事業の状況（キャッシュ・フローの状況を除く）に記載しております金額には消費税等が含まれてお

　　　　　　　　　　　りません。

　　　　２．
※
は登録商標を示しております。
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(2) 財政状態　

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の増加並びにたな卸資産の増加等により、前連結会計年

度末に比べ２億８千５百万円増加し、457億４千６百万円となりました。また、純資産は４千４百万円減少し、239億

６百万円になりました。この結果、自己資本比率は52.3％となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ２億７百万円（2.0%）増加し、104億５千３百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ１億４千２百万円（13.6%）減少し、９億９百

万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益、売上債権の減少、たな卸資産の増加等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ１億９百万円（21.3%）減少し、４億５百万円

となりました。これは主に有形固定資産の購入等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ５百万円（2.0%）増加し、２億９千３百万円

となりました。これは主に配当金の支払等によるものです。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億２千万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高については概ね予想通りに推移するものの、利益面につきまし

ては、石油製品を中心とする原材料価格の高騰の影響を強く受け、予想を下回る結果となりました。今後の経営環境

につきましても、景況、原材料価格、為替等の動向に不透明な要素も多く、厳しい情勢が続くものと思われます。

　このような経営環境のなか、当グループは中長期経営計画「ＮＢ１００」の２年目の取組みとして、基盤事業の効

率化と営業体制の強化を継続し、経営資源の選択と集中による「事業フィールド戦略」を着実に実践することで収

益構造の安定を目指して取組んでまいります。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,476,012 41,476,012

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第１部）

　単元株式数

　1,000株

計 41,476,012 41,476,012 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 

平成24年４月１日～

平成24年６月30日　

 

－ 41,476,012 － 5,451 － 4,186

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等）
  （自己保有株式）

 普通株式     21,000
－ －　

完全議決権株式（その他）  普通株式 41,398,000 41,398 －　

単元未満株式  普通株式     57,012 － －　

発行済株式総数 41,476,012 － －　

総株主の議決権 － 41,398 －　

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ニチバン株式会社　

東京都文京区関口

二丁目３番３号
21,000 － 21,000 0.1

計 － 21,000 － 21,000 0.1

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,055 10,263

受取手形及び売掛金 12,452 11,902

有価証券 506 506

商品及び製品 3,002 3,348

仕掛品 1,396 1,382

原材料及び貯蔵品 1,135 1,167

その他 786 762

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 29,331 29,329

固定資産

有形固定資産 11,555 11,831

無形固定資産 81 77

投資その他の資産 ※
 4,492

※
 4,507

固定資産合計 16,129 16,416

資産合計 45,461 45,746

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,640 7,605

1年内返済予定の長期借入金 2,000 －

未払法人税等 161 140

賞与引当金 － 473

役員賞与引当金 61 24

その他 4,508 4,592

流動負債合計 14,372 12,836

固定負債

長期借入金 － 2,000

退職給付引当金 3,552 3,463

役員退職慰労引当金 91 81

長期預り保証金 2,891 2,849

資産除去債務 91 91

その他 511 517

固定負債合計 7,138 9,004

負債合計 21,511 21,840
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,451 5,451

資本剰余金 4,186 4,186

利益剰余金 14,464 14,388

自己株式 △7 △7

株主資本合計 24,095 24,019

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51 47

為替換算調整勘定 △197 △161

その他の包括利益累計額合計 △145 △113

純資産合計 23,950 23,906

負債純資産合計 45,461 45,746
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 9,112 9,178

売上原価 6,500 6,543

売上総利益 2,612 2,634

販売費及び一般管理費 2,193 2,255

営業利益 418 379

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 4

持分法による投資利益 28 5

その他 8 11

営業外収益合計 41 21

営業外費用

支払利息 15 13

支払手数料 31 31

その他 18 15

営業外費用合計 65 60

経常利益 394 340

特別利益

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除売却損 8 32

特別損失合計 8 32

税金等調整前四半期純利益 385 307

法人税等 191 134

少数株主損益調整前四半期純利益 194 173

四半期純利益 194 173
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 194 173

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 10 35

その他の包括利益合計 3 31

四半期包括利益 198 204

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 198 204
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 385 307

減価償却費 431 407

退職給付引当金の増減額（△は減少） △90 △88

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △164 △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

有形固定資産除売却損益（△は益） 7 4

受取利息及び受取配当金 △5 △4

支払利息 15 13

売上債権の増減額（△は増加） 586 549

たな卸資産の増減額（△は増加） △822 △364

仕入債務の増減額（△は減少） 570 △35

その他 343 285

小計 1,257 1,066

利息及び配当金の受取額 5 4

利息の支払額 △18 △18

法人税等の支払額 △191 △142

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,052 909

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △416 △316

定期預金の払戻による収入 415 316

有形固定資産の取得による支出 △513 △401

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 △0 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △515 △405

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 2,000

長期借入金の返済による支出 － △2,000

配当金の支払額 △248 △248

その他 △39 △44

財務活動によるキャッシュ・フロー △287 △293

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 247 207

現金及び現金同等物の期首残高 10,495 10,245

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,743

※
 10,453
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる影響額は

軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

投資その他の資産 △41百万円 △40百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 10,653百万円 10,263百万円

有価証券勘定 505 506

預入期間が３か月を超える定期預金 △416 △316

現金及び現金同等物 10,743 10,453

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 248 6  平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 248 6  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
 

　報告セグメント
合計

（百万円）
調整額

（百万円）　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（百万円）

メディカル事業本部
（百万円）

テープ事業本部
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,900 6,212 9,112 － 9,112

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
7 19 26 (26) －

計 2,907 6,231 9,138 (26) 9,112

セグメント利益 511 531 1,043 (624) 418

（注）１．セグメント利益の調整額624百万円には、セグメント間取引消去26百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用597百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
 

　報告セグメント
合計

（百万円）
調整額

（百万円）　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（百万円）

メディカル事業本部
（百万円）

テープ事業本部
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 3,088 6,089 9,178 － 9,178

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
13 18 31 (31) －

計 3,101 6,108 9,209 (31) 9,178

セグメント利益 547 514 1,061 (682) 379

（注）１．セグメント利益の調整額682百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用650百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円69銭 4円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 194 173

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 194 173

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,455 41,453

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

ニチバン株式会社

取締役会　御中

 清明監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 今　村　　　了　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　間　　　昭　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチバン株式会社の

平成24年4月1日から平成25年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間(平成24年4月1日から平成24年6月30

日まで)及び第1四半期連結累計期間(平成24年4月1日から平成24年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチバン株式会社及び連結子会社の平成24年6月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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